
 

Fig. 1 Transmission spectrum of the 

fabricated NFBC. 
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１．概要（Summary） 

光量子デバイスの実現のため、単一発光体結合微小

共振器が注目されている。我々はこれまで、微小共振器

として、ナノ光ファイバ上に共振器を組込んだナノ光ファイ

バブラッグ共振器（NFBC）の開発を行ってきた[1,2]。今

年度は、昨年度同様、高精細集束イオンビーム装置を用

い、六方晶窒化ホウ素（hBN）中の単一結晶欠陥の発光

波長で動作するNFBCの開発をめざした。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高精細集束イオンビーム装置 

(ZEISS “ORION NanoFab”) 

【実験方法】 

ヘリウムイオンビームをナノ光ファイバの上方から周期

的に照射することで、NFBCを作製した。NFBC作製した

NFBC の評価は、透過光強度を分光器で測定することで

行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に、作製した NFBC の透過スペクトルを示す。

hBN中の単一結晶欠陥の発光波長のひとつ（666 nm）

に近い波長（660 nm）で、Q値 700に相当する共鳴ピ

ークが観測された。NFBCの共鳴波長は NFBCを延伸

させることで最大で 20 nm程度制御することが可能な

ことから[1]、NFBCの共鳴波長を hBN中の単一結晶欠

陥の発光波長に完全に一致させることが可能なこと

がわかった。 
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